
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

この用紙でお申込みください。受講票と地図、郵便払込取扱票をお送りします 

 ＪＶＣＡ事務局 FAX ０３－５２２５－１５６３  

 
“ボランティア”と向き合うことの多いあなたのための 

ファシリテーション講座 参加申込書 
 

○会場（いずれかに○印を）→  ・大阪会場[７／２７]  ・東京会場[８／２４] 

ふりがな 

○参加者氏名                    

○所属団体名（あれば） 

                                         

○受講票の郵送先⇒ □自宅・□所属 

[〒   －    ] 

住所                                     

電 話     （     ）      FAX     （     ）      

E メールアドレス                               

○参加動機、本講座に期待すること 

 
 
 
※この参加申込書でいただいた情報は本研修にのみ活用させていただき、他の目的では一切使用いた 

しません。当日の配付資料としては「氏名」「所属」のみ参加者名簿として公開させていただきます。 

ボランティアと向き合う時のファシリテーションとは 
ボランティアと向き合う時に役立つファシリテーションの視点は、どんなも
のがあるのでしょうか・・・。   

「対話」で共感を得る     ～つながるための確認作業 
   ボランティアと、１対１で向き合う場面は結構ありますよね。あらためて話
してみると、聴いてみると・・・。 

「相互理解」で共創を目指す    ～つながりを継続化する 
  理解してもらうためには相手のニーズやペースに合わせることが大事、
わかってもらうための言葉づかい、言葉づくりをしてみましょう。 

さらなる実践へのアプローチ 
人々が出会って、共有して、共感するのは時間がかかります。 
そのプロセスを大切に、ていねいなコーディネーションを！ 

「アイスブレイク」で共有する ～つなげるための準備作業 
    アイスブレイクといってもそのタイプ、目的はいろいろ。実際に気持 

ちがほぐれ、つながりができる過程を体験しましょう。 

「可視化」で共働する     ～つながりを実感する 
  日頃どんな人と組織とつながっていますか、つながっていませんか。 
   書き出してみると意外な傾向や強み・弱みを再発見！ 


